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カプセル内視鏡は、病変の性状、分布を低侵襲に観察することができ、IBD の

診断、モニタリングに適した modality である。クローン病のみならず、潰瘍性

大腸炎、診断に苦慮する inflammatory bowel disease unclassified（IBDU）な

ど使用対象、目的は様々である。今回、小腸、大腸カプセル内視鏡、パテンシー

カプセルに関する演題を少数例の報告も含め広く公募する。 


